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予
算
編
成
方
針
の
重
点
項
目

防
災
・
減
災
対
策
を
追
加

防
災
・
減
災
対
策
を
追
加

子
育
て
支
援
、定
住
促
進
も

　
赤
穂
市
の
２
０
２
５
年

度
予
算
編
成
方
針
が
こ
の

ほ
ど
ま
と
ま
り
、
３
つ
の

特
定
重
点
項
目
に
「
防
災

・
減
災
対
策
」
が
追
加
さ

れ
た
。「
能
登
半
島
地
震

の
教
訓
を
踏
ま
え
た
防
災

・
減
災
の
取
組
の
強
化
」

を
図
る
と
し
て
い
る
。

　
特
定
重
点
項
目
の
残
り

２
つ
は
「
こ
ど
も
・
子
育

て
支
援
策
」「
定
住
・
交
流
・

関
係
人
口
創
出
策
」。市
は

特
定
重
点
項
目
に
関
連
す

る
施
策
の
う
ち
、
２５
年
度

に
新
規
ま
た
は
重
点
的
に

取
り
組
む
事
業
に
つ
い
て

「
特
定
重
点
枠
事
業
調
書
」

で
も
予
算
要
求
す
る
よ
う

各
所
管
に
通
知
し
た
。

　
２５
年
度
財
政
計
画
の
予

算
規
模
は
２
５
１
億
円

で
、
市
の
試
算
で
は
１３
億

６
６
２
０
万
円
の
財
源
不

足
と
な
る
見
通
し
だ
。
歳

出
削
減
策
と
し
て
、
ハ
ー

ド
事
業
か
ら
ソ
フ
ト
事
業

へ
の
置
き
換
え
に
よ
る
経

費
節
減
、
各
種
審
議
会
の

委
員
定
数
見
直
し
な
ど
を

提
案
。
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
を
公
共
施
設
だ
け
で
な

く
イ
ベ
ン
ト
に
も
広
げ
る

ほ
か
、
処
分
困
難
や
売
却

・
事
業
化
に
相
当
な
時
間

を
要
す
る
未
利
用
地
の
貸

付
に
よ
る
有
効
活
用
を
検

討
す
る
な
ど
し
て
増
収
に

努
め
る
。

前
投
票
済
だ
と
気
付
い
た

と
き
に
は
、
す
で
に
投
票

箱
に
入
れ
た
後
だ
っ
た
。

　
選
管
の
話
で
は
、
こ
の

有
権
者
は
入
場
券
を
持
参

し
て
お
り
、
職
員
が
名
簿

照
合
の
際
に
期
日
前
投
票

で
投
票
済
で
あ
る
こ
と
を

見
落
と
し
た
。
１８
日
に
同

公
民
館
で
期
日
前
投
票
し

た
際
に
は
入
場
券
を
持
参

し
て
い
な
か
っ
た
と
い

う
。
二
重
に
投
票
さ
れ
た

票
の
特
定
は
困
難
で
、
い

ず
れ
も
有
効
票
と
し
て
取

り
扱
わ
れ
た
。

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　
１１
月
１８
日
に
各
所
管
か

ら
の
予
算
要
求
を
締
め
切

り
、
１２
月
の
市
長
ヒ
ア
リ

ン
グ
、
来
年
１
月
の
予
算

内
示
を
経
て
、
２
月
定
例

会
に
上
程
す
る
当
初
予
算

案
の
作
成
へ
と
続
く
。

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
全
国
大
会

赤
穂
か
ら
初
の
出
場

　

第
１３
回
全
日
本
ス
ポ
ー

ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
吹
矢
選
手

権
大
会
（
１１
月
１２
日
、
東

京
都
墨
田
区
）
に
有
年
横

尾
の
小
林
正
典
さ
ん（
６９
）

と
加
里
屋
の
守
岡
昭
文
さ

ん（
７０
）が
出
場
す
る
。
関

係
者
に
よ
る
と
、
赤
穂
市

か
ら
の
出
場
は
初
め
て
と

い
う
。

　

「
年
を
と
っ
て
も
で
き

る
ス
ポ
ー
ツ
」
と
し
て
５９

歳
か
ら
吹
矢
を
始
め
た
小

林
さ
ん
は
１０
年
に
な
る
ベ

テ
ラ
ン
。
若
い
こ
ろ
は
テ

ニ
ス
や
ヨ
ッ
ト
な
ど
を
楽

し
ん
だ
守
岡
さ
ん
は
健
康

づ
く
り
を
目
的
に
昨
年
か

ら
練
習
に
参
加
し
、
競
技

歴
は
浅
い
も
の
の
正
確
に

的
を
狙
う
力
が
あ
る
。
赤

穂
と
御
崎
の
地
区
体
育
館

な
ど
で
毎
週
開
か
れ
て
い

る
練
習
会
で
腕
を
磨
き
、

５
月
の
兵
庫
県
大
会
で
小

林
さ
ん
は
男
子
１０
㍍
の
部

２
位
、
守
岡
さ
ん
は
男
子

８
㍍
の
部
５
位
に
入
賞
。

全
日
本
選
手
権
へ
の
出
場

権
を
得
た
。

　

赤
穂
市
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ

ル
ネ
ス
吹
矢
協
会
の
会
長

を
務
め
る
小
林
さ
ん
は

「
目
標
は
決
勝
進
出
」
と

上
位
を
目
指
し
、
守
岡
さ

ん
は
「
全
国
大
会
を
楽
し

み
た
い
」
と
微
笑
ん
だ
。

（
写
真
は
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ

ル
ネ
ス
吹
矢
の
全
日
本
選

手
権
へ
赤
穂
市
か
ら
初
め

て
出
場
す
る
小
林
正
典
さ

ん
㊨
と
守
岡
昭
文
さ
ん
）

衆
院
選
兵
庫
１２
区

山
口
氏
８
選

池
畑
氏
は
比
例
復
活
再
選

　
第
５０
回
衆
議
院
選
挙
は

１０
月
２７
日
に
投
開
票
が
あ

り
、
兵
庫
１２
区
は
自
民
前

職
の
山
口
壮
氏（
７０
）が
８

選
。
維
新
前
職
の
池
畑
浩

太
朗
氏（
５０
）が
比
例
復
活

で
２
度
目
の
当
選
と
な
っ

た
。
投
票
率
は
１２
区
全
体

で
５６
・
１７
％
（
前
回
５８
・

少
林
寺
拳
法
全
国
大
会

２
種
目
に
赤
穂
ス
ポ
少

　

１１
月
１６
日
と
１７
日
に
静

岡
県
で
行
わ
れ
る
「
２
０

２
４
少
林
寺
拳
法
全
国
大

会
ｉ
ｎ
ふ
じ
の
く
に
」
に

赤
穂
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

中
学
生
拳
士
ら
が
団
体
と

組
演
武
の
２
種
目
で
出
場

す
る
。
２
年
生
以
下
の
メ

ン
バ
ー
構
成
な
が
ら
今
夏

の
全
中
総
体
で
両
種
目
７

位
と
な
り
、
今
大
会
で
入

賞
（
６
位
以
内
）
を
目
指

し
て
い
る
。

　

組
演
武
に
出
場
す
る
の

は
田
口
煌お

う

輝き

君
＝
赤
穂
２

年
＝
と
竹
原
陸り

空く

君
＝
赤

穂
西
２
年
＝
。
こ
の
２
人

に
石
井
哉
仁
君
＝
吉
永
２

年
＝
、
田
口
煌
晴
君
＝
赤

穂
１
年
＝
、
島
田
潤
平
君

と
安
部
護
君
＝
い
ず
れ
も

赤
穂
西
１
年
＝
を
加
え
た

６
人
が
団
体
メ
ン
バ
ー

だ
。

　

技
の
正
確
さ
と
ス
ピ
ー

ド
の
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し

た
演
武
を
心
掛
け
、
今
年

８
月
の
全
中
総
体
で
は
組

演
武
、
団
体
と
も
決
勝
で

７
位
。
力
を
出
し
切
っ
た

達
成
感
が
あ
っ
た
一
方
、

全
国
ト
ッ
プ
と
の
「
ス
ピ

ー
ド
と
力
強
さ
の
差
」
も

肌
で
感
じ
た
と
い
う
。

　

「
演
武
の
基
礎
と
な
る

体
の
動
か
し
方
を
日
頃
の

稽
古
か
ら
丁
寧
に
や
る
よ

う
に
し
た
」
と
田
口
煌
輝

君
。竹
原
君
も「
み
ん
な
で

技
を
合
わ
せ
る
。
合
う
ま

で
練
習
す
る
」
と
厳
し
く

稽
古
に
励
ん
で
い
る
。（
写

真
は
「
全
国
大
会
入
賞
」

を
目
標
に
一
丸
と
な
っ
て

稽
古
を
積
む
少
林
寺
拳
法

赤
穂
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

第
４３
回
危
険
業

務
従
事
者
叙
勲

　

▽
瑞
宝
単
光
章
（
警
察

功
労
）
＝
佐
々
木
健
日
子

さ
ん（
７４
）元
兵
庫
県
警
部

補
、
折
方

　

※
発
令
は
１１
月
３
日

９０
％
）、
赤
穂
市
で
は
５３

・
８９
％
（
同
５４
・
３４
％
）

で
い
ず
れ
も
前
回
を
下
回

っ
た
。

投
票
用
紙
を

二
重
に
交
付

　
赤
穂
市
選
挙
管
理
委
員

会
は
１０
月
２７
日
、
市
内
の

衆
院
選
投
票
所
で
、
投
票

用
紙
の
二
重
交
付
が
あ
っ

た
と
発
表
し
た
。

　
発
表
に
よ
る
と
、
同
日

午
前
９
時
４５
分
ご
ろ
、
坂

越
公
民
館
投
票
所
で
、
期

日
前
に
投
票
済
み
の
有
権

者
に
対
し
、
小
選
挙
区
・

比
例
代
表
・
最
高
裁
判
所

裁
判
官
国
民
審
査
の
投
票

用
紙
を
二
重
に
交
付
。
名

簿
照
合
係
の
職
員
が
期
日
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▼
…
犯
罪
・
事
故
の
な

い
ま
ち
へ
市
民
大
会
＝
赤

穂
市
地
域
安
全
市
民
大
会

が
１０
月
２８
日
、
中
広
の
赤

穂
化
成
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー

ル
で
あ
り
、「
明
る
く
住

み
よ
い
安
全
な
地
域
社

会
」
の
実
現
へ
向
け
て
大

会
宣
言
を
採
択
し
た
。

　

犯
罪
や
暴
力
、
事
故
の

な
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

そ
う
と
、
自
治
会
連
合
会

や
防
犯
協
会
な
ど
で
つ
く

る
実
行
委
員
会
が
主
催
。

小
ホ
ー
ル
に
市
民
約
２
０

０
人
が
来
場
し
た
。

　

赤
穂
警
察
署
の
ま
と
め

で
は
、
管
内
で
は
今
年
に

入
っ
て
か
ら
９
月
末
ま
で

に
刑
法
犯
は
２
１
１
件
、

交
通
事
故
は
１
１
４
件
発

生
し
、
い
ず
れ
も
前
年
同

時
期
よ
り
増
加
。
特
殊
詐

欺
と
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
を
合

わ
せ
て
約
６
８
３
０
万
円

の
被
害
が
あ
っ
た
。

　

大
会
で
あ
い
さ
つ
し
た

棟
廣
正
幸
・
赤
穂
警
察
署

長
は
「
警
察
と
し
て
も
事

件
検
挙
は
も
ち
ろ
ん
犯
罪

や
事
故
を
抑
止
す
る
各
種

対
策
を
一
層
強
化
し
て
い

く
が
、
市
民
一
人
一
人
が

手
を
取
り
合
い
、
地
域
安

全
の
意
識
を
高
め
る
こ
と

も
重
要
」
と
啓
発
。
大
会

実
行
委
員
長
の
矢
野
英
樹

・
市
自
治
会
連
合
会
長
は

「
今
ま
で
に
な
か
っ
た
よ

う
な
犯
罪
が
起
こ
る
時

代
。
高
齢
者
や
子
ど
も
た

ち
を
守
る
た
め
に
、
地
域

の
つ
な
が
り
を
再
確
認
し

て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け

た
。

　

市
民
の
安
全
な
暮
ら
し

に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た

赤
穂
署
員
を
表
彰
す
る

「
赤
穂
の
警
察
官
賞
」
の

表
彰
式
も
あ
り
、
交
通
課

の
宇
都
宮
元
巡
査
部
長

（
５４
）と
地
域
課
の
木
下
知

彦
巡
査
部
長（
５２
）が
受
賞

し
た
。（
写
真
は
犯
罪
や

暴
力
、
事
故
の
な
い
社
会

の
実
現
を
誓
っ
た
赤
穂
市

地
域
安
全
市
民
大
会
）

「
当
選
金
」名
目
詐
欺

１
２
６
０
万
円
被
害

　

赤
穂
署
は
１０
月
２６
日
、

赤
穂
市
内
の
会
社
員
女
性

（
５４
）が
１
２
６
０
万
円
分

の
電
子
マ
ネ
ー
を
だ
ま
し

取
ら
れ
る
特
殊
詐
欺
被
害

が
あ
っ
た
と
発
表
し
た
。

　

同
署
に
よ
る
と
、
女
性

は
今
年
１
月
末
ご
ろ
、
副

業
紹
介
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
広
告
か
ら
誘
導
さ
れ
た

Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
プ
リ
に
登
録
。

「
当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
当
選
金
を
も
ら

う
に
は
獲
得
権
利
保
持
コ

ー
ド
を
保
持
す
る
必
要
が

あ
る
」
な
ど
と
し
て
、
電

子
マ
ネ
ー
カ
ー
ド
を
購
入

し
て
カ
ー
ド
番
号
を
送
る

よ
う
繰
り
返
し
求
め
ら

れ
、
指
示
に
従
っ
て
２
月

か
ら
１０
月
に
か
け
て
少
な

く
と
も
１
０
０
枚
を
超
え

る
電
子
マ
ネ
ー
カ
ー
ド
を

購
入
し
て
番
号
を
相
手
方

に
通
知
し
た
と
い
う
。

　

捜
査
関
係
者
の
話
で

は
、
被
害
額
は
確
認
で
き

た
も
の
だ
け
で
計
１
２
６

０
万
円
に
上
る
。
女
性
が

「
当
選
金
」
を
受
け
取
っ

た
こ
と
は
な
く
、
警
察
に

相
談
し
て
被
害
が
発
覚
し

た
。

度
（
週
１
〜
２
日
程
度
）。

時
給
１
０
５
２
円
。
高
校

生
不
可
③
和
食
調
理
師
。

日
給
１
万
円
〜
。
９
時
〜

２０
時
半
の
間
で
実
働
８
時

間
、月
間
２２
日
。①
③
は
経

験
者
優
遇
。「
赤
穂
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
」
加
里
屋
中
洲

☎
４２
・
１
０
０
１（
北
島
）

　

▼
心
配
ご
と
相
談
所

（
１１
月
の
各
水
曜
日
）＝
○

一
般
相
談
６
日
・
２７
日（
13

時
30
分
～
16
時
）○
弁
護

士
相
談
２０
日（
要
予
約
13

時
～
17
時
）○
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
相
談
６
日
・
２７
日

（
要
予
約
13
時
～
17
時
）※

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
し

ま
す
。「
赤
穂
市
社
会
福
祉

協
議
会
」☎
４２
・
１
３
９
７

　

▼
「
安
則
商
店
」
よ
り

お
知
ら
せ
＝
都
合
に
よ
り

当
面
の
間
休
業
し
ま
す
。

お
客
様
に
は
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
す
が
何
卒
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
加
里
屋
☎

４３
・
４
７
４
５

　

▼
起
立
性
調
節
障
害

「
そ
よ
風
ひ
ろ
ば
」
＝
今

回
は
親
子
で
元
気
に
な
れ

る
ク
ッ
キ
ン
グ
。
簡
単
な

の
に
栄
養
満
点
。
１１
月
３０

日
（
土
）、
塩
屋
公
民
館

で
１１
〜
１４
時
。
参
加
費
８

０
０
円
で
１０
名
募
集
。

「
そ
よ
風
ひ
ろ

ば
」
☎
０
９
０

・
３
７
２
４
・

１
８
２
９

　

▼
毎
月
第
２
火
曜
日

「
が
ん
サ
ロ
ン
赤
穂
」
＝

次
回
は
１１
月
１２
日（
火
）、

講
座
『
赤
穂
市
民
病
院
に

お
け
る
が
ん
の
相
談
先
、

支
援
制
度
等
に
つ
い
て
』

講
師
・
が
ん
看
護
専
門
看

護
師
の
谷
山
翠
氏
（
赤
穂

市
民
病
院
地
域
医
療
室
が

ん
相
談
室
支
援
セ
ン
タ

ー
）。
市
総
合
福
祉
会
館

多
目
的
室
で
１０
時
半
〜
１１

時
半
。
参
加
無
料
。
が
ん

患
者
会
「
は
ま
な
す
の

会
」
太
子
町
米
田
☎
０
７

９
・
２
７
７
・
２
７
６
４

　

▼
出
張
美
容「
ル
イ
」＝

寝
た
き
り
の
人
、病
気
等

の
た
め
に
足
を
運
べ
な
い

人
、男
性
も
可
。赤
穂
市

内
、隅
か
ら
隅
ま
で
出
張

し
ま
す
。遠
方
も
可（
無
定

休
）◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
取
得
し
て
い
ま
す
。

塩
屋
２
６
１
の
９
☎
４２
・

９
０
６
８
、☎
０
９
０
・
３

４
９
２
・
８
６
８
４

　

▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
０
６
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
５
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
８
８
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
０
５
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
65
項

目
点
検
込
。
洗
車
・
代
車

引
取
納
車
各
千
円
増
。
修

理
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
格
安
☎
４２
・
３
２
４
２

　

▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。
出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
、
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

☎
４３
・
３
９
３
９

　

▼
格
安
・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
０
６
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
５
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
８
８
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
０
５
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
各

千
円
増
、
車
検
切
れ
車
も

О
Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変

更
等
も
格
安
。
土
日
祝
日

も
２４
時
間
電
話
受
付
。
安

心
車
検
「
オ
ー
ト
車
検
代

行
」
加
里
屋
中
洲
・
白
十

字
西
☎
４５
・
０
７
３
３

　

▼
「
く
ら
電
」
＝
ア
ン

テ
ナ
／
エ
ア
コ
ン
／
電
気

工
事
・
家
電
販
売
・
給
湯

器
取
替
は
も
ち
ろ
ん
、
樹

木
伐
採
・
家
具
移
動
・
雨

樋
掃
除
等
自
分
で
は
無
理

と
思
っ
た
ら
お
気
軽
に
お

電
話
く
だ
さ
い
。
尾
崎
☎

25
・
1
３
８
１　
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▼
古
物
高
価
買
取
＝
空

き
家
、倉
庫
の
残
置
物
、終

活
買
取
し
ま
す
。骨
董
品
、

古
道
具
、古
家
具
、中
古
食

器
、贈
答
品
、ご
み
処
分
前

に
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
ご

み
処
分
費
軽
減
出
来
ま

す
。見
積
も
り
無
料
。「
古こ

木ぎ

つ
ね
」
坂
越
☎
０
９
０

・
１
２
４
０
・
７
４
６
１

　

▼
介
護
保
険
に
よ
る
住

宅
改
修
・
耐
震
補
強
＝
申

請
手
続
き
、工
事
、ア
ド
バ

イ
ス
致
し
ま
す
。
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。《
迅

速
・
確
実
・
丁
寧
》
に
、
あ

な
た
の
夢
を
か
た
ち
に
し

ま
す
。「
㈱
中
道
工
務
店
」

若
草
町
☎
４２
・
５
０
７
７

　

▼「
硝
州
屋
大
西（
が
ら

す
や
お
お
に
し
）」＝
鏡
、

硝
子
、テ
ー
ブ
ル
ト
ッ
プ
、

サ
ッ
シ
、網
戸
の
新
設
や

修
理
の
事
な
ら
お
任
せ
。

無
料
見
積
も
り
致
し
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。三
樋
町
１８
の
４
☎

４３
・
５
４
１
４

　

▼
剪
定
・
伐
採
・
草
刈

・
芝
刈
り
承
り
ま
す
＝
ま

ず
は
お
気
軽
に
お
電
話
く

だ
さ
い
。
庭
木
１
本
か
ら

の
ご
依
頼
も
お
受
け
し
ま

す
。
丁
寧
な
仕
事
を
し
ま

す
。「
御
庭
番
」
御
崎
☎

０
９
０
・
９
０
９
２
・
３

２
７
６
（
大
前
）

　

▼
お
嫁
さ
ん
募
集
＝
２０

〜
３０
代
女
性
は
登
録
料
１０

％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
。
現
在
男
性
は

３２
歳
専
門
学
校
卒
、
３８
歳

大
卒
、
４０
歳
大
卒
、
４８
歳

大
卒
（
和
風
レ
ス
ト
ラ
ン

経
営
）
な
ど
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
。結
婚
紹
介
業「
さ

く
ら
ん
ぼ
の
会
」
寿
町
２

の
３
☎
０
９
０
・
８
５
３

９
・
６
７
８
７（
山
本
）

　

▼「
尾
崎
書
写
教
室
」11

月
無
料
体
験
の
ご
案
内
＝

人
生
イ
キ
イ
キ
、
文
字
を

書
い
て
楽
し
く
脳
ト
レ
。

文
字
を
整
え
て
書
く
方
法

も
学
べ
ま
す
。ペ
ン
、筆
ペ

ン
、
毛
筆
、
か
き
か
た
。

体
験
は
3
回
で
き
ま
す
。

尾
崎
小
近
く
。
☎
０
９
０

・
５
９
６
２
・
６
６
５
７

　

▼
ス
タ
ッ
フ
募
集
＝
○

本
社
配
送
ロ
ー
リ
ー
運
転

手
／
７
～
１７
時
の
間
で
８

時
間
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

勤
務
。
危
険
物
乙
４
免
許

必
須
・
大
型
免
許
優
遇
。

給
与
２３
万
円
～
（
年
齢
経

験
に
よ
る
昇
給
・
賞
与
あ

り
）○
赤
穂
東
Ｓ
Ｓ
ス
タ

ッ
フ
２
名
、
赤
穂
イ
ン
タ

ー
Ｓ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ
１
名
募

集
。
７
〜
１９
時
の
間
の
９

時
間（
休
憩
含
む
）時
間
外

労
働
あ
り（
月
平
均
２０
時

間
）給
与
１８
万
円
〜（
年
齢

・
経
験
に
よ
る
）
要
普
通

免
許
・
危
険
物
乙
４
（
入

社
後
取
得
可
）
週
休
２
日

（
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤

務
）
○
セ
ル
フ
赤
穂
御
崎

Ｓ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ
募
集
。
時

給
１
０
５
２
円
～
。
委
細

面
談
に
て
決
定
。「
前
田

石
油
㈱
」
中
広
１
７
９
の

６
☎
４３
・
２
６
８
８

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　

▼
旅
館
ス
タ
ッ
フ
募
集

＝
○
送
迎
バ
ス
運
転
手
９

時
半
〜
１６
時
、
１
１
０
０

円
〜
○
喫
茶
・
売
店
８
時

〜
１２
時
、１４
時
〜
１７
時
、１

０
６
０
円
〜
○
事
務
9
時

～
１３
時
、１３
時
〜
１７
時
、１

０
６
０
円
〜
○
部
屋
清
掃

9
時
半
～
14
時
半
。
１
１

０
０
円
〜
○
朝
食
配
膳
ス

タ
ッ
フ
６
時
〜
１１
時
、
１

２
０
０
円
〜
○
接
客
ス
タ

ッ
フ
１５
時
〜
２１
時
、
１
２

０
０
円
〜
○
調
理
補
助
ス

タ
ッ
フ
６
時
〜
１１
時
、
１

２
０
０
円
〜
。年
齢
不
問
。

週
１
日
か
ら
Ｏ
Ｋ
。
試
用

期
間
あ
り
。
お
気
軽
に
お

時
間
な
ど
ご
相
談
く
だ
さ

い
。「
絶
景
露
天
風
呂
の

宿　

銀
波
荘
」
御
崎
☎
４５

・
３
３
５
５
（
鈴
木
）

　

▼
か
き
の
仕
事
一
緒
に

し
ま
せ
ん
か
＝
１０
月
下
旬

か
ら
。
初
め
て
で
も
大
丈

夫
。
時
給
１
０
６
０
円
〜

昇
給
、交
通
費
あ
り
。火
・

土
曜
休
み
。
時
間
８
時
〜

１６
時
。相
談
可
。経
験
者
歓

迎
。
短
時
間
勤
務
Ｏ
Ｋ
。

「
小
林
水
産
」坂
越
☎
０
８

０
・
８
５
１
８
・
９
４
４
５

　

▼
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
募
集
＝
○
平
日
パ
ー
ト

／
①
10
時
～
14
時
30
分

（
11
時
ま
で
簡
単
な
調
理
、

ホ
ー
ル
接
客
・
洗
い
場
）

②
11
時
～
14
時
30
分
（
ホ

ー
ル
接
客
・
洗
い
場
）時
給

１
１
０
０
円
（
研
修
期
間

１
０
６
０
円
）
曜
日
相
談

可
○
土
日
祝
ア
ル
バ
イ
ト

・
パ
ー
ト
／
①
１１
時
〜
１４

時
半（
ホ
ー
ル
接
客
、洗
い

場
）②
１７
時
〜
２０
時（
ホ
ー

ル
接
客
、洗
い
場
）時
給
１

２
０
０
円
（
研
修
期
間
１

１
０
０
円
）。「
元
祖
か
も

め
屋
赤
穂
本
店
」
赤
高
交

差
点
北
☎
４５
・
２
３
３
０

　

▼
ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
募

集
＝
①
フ
ロ
ン
ト
宿
泊

係
。１５
時
〜
翌
１５
時（
変
形

労
働
時
間
制
）。休
憩
前
半

１
時
間
、後
半
１
時
間
、仮

眠
休
憩
６
時
間
。
１
ナ
イ

ト
２
万
０
３
５
０
円
（
深

夜
割
増
含
む
）。月
間
シ
フ

ト
制
、月
１０
〜
１１
回
。学
生

不
可
②
フ
ロ
ン
ト
業
務
全

般
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
入

力
、
売
店
、
朝
食
対
応
な

ど
）
朝
８
時
〜
１４
時
の
内

４
〜
５
時
間
程
度
（
週
２

〜
３
日
程
度
）。朝
８
時
〜

１７
時
の
内
６
〜
７
時
間
程

　 　

　 　

　 　

休
日
急
患
診
療
医

　 　

　

▽
３
日
＝
渡
辺
内
科
小

児
科
医
院（
大
町
１１
の
５
）

☎
４２
・
３
８
８
４
▽
４
日

＝
黒
田
医
院（
元
沖
町
５１
）

☎
４３
・
５
２
１
０
▽
１０
日

＝
田
淵
医
院
（
上
仮
屋
北

１４
の
１
）☎
４３
・
４
１
１
４
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